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LES FAILLES 
CACHÉES

Pomme

フランスの文化に触れて出会った
フィメールアーティストのアルバム

3月16日生まれ。大学在学中はキャンパスDJとして活動。卒業後、
日本語教師を経験し再びDJの道へ。FM802で活躍後、出産を経
て2017年4月よりFM COCOLO『FRUITS O'SUNDAY』（日曜 
8:00-11:00）を担当。アロマテラピー、漢方、産後ケア、マクロビオ
ティック、救急法などの資格を保持。古き良き時代への興味や思い
入れが深く、40’S、50’Sの洋服やアクセサリーなどヴィンテージア
イテム、50’S～70’Sのソウル、ソフトロック、ジャズなどのレコード
を収集。その他、映画鑑賞やフルート演奏など多趣味。
尾上さとこSNS @satokoonoe　Instagram satokoonoe
尾上さとこオフィシャルブログ https://ameblo.jp/satokomura/

なら、
パソコン・スマートフォンで

FM COCOLOが無料でクリアに聴ける！

　フランス語学習を再開し、この秋で1年。先生や仲間、良い出会いに恵まれる中、フランスの音楽との
出会いもありました。りんごを意味するPomme（ポム）という名の女性シンガーソングライターです。フ
ォーク、カントリーの要素を感じるアコースティックサウンドに、ハスキーな蜂蜜ボイスと称される歌
声、オートハープ（竪琴）を奏で歌う姿も心に残ります。私はある映像で彼女を知りました。歌っていた
のは、映画『千と千尋の神隠し』の主題歌「いつも何度でも」。日本語の響きを丁寧に歌い上げているの
を聴き、嬉しくなりました。ススワタリなどジブリのキャラ刺繍が入ったズボンを履いて登場していると
ころも実にキュート。2018年に日本を訪れた後、フランスに帰国した彼女は日本語学習をしていると
のこと。そして今年、彼女はフランスのグラミー賞と呼ばれるLes Victoires de la Musique にて新
人アルバム賞に輝きました。繊細な内面をうつしとった美しい作品です。

Pomme（ポム） / 1996年リヨン生まれ。6歳で音楽理論を学び、以後合唱団で歌い、チェロを学ぶ。19歳から本格的に音楽
活動を開始、Pomme名義でミニアルバム「En Cavale」をリリース。オリジナル・アルバムはの2017年の「à peu près」、
2019年の「LES FAILLES」にボーナストラックを追加し今年リリースした「LES FAILLES CACHÉES」の3作。 1970年
代のフォークとポップの影響を強く受けた音楽スタイルは、フランスの新世代アーティストとして注目されている。

尾上  さとこ

FM COCOLOは
『25/10 the Encounter』と言う
キャッチフレーズで出会いの素晴らしさを
再確認するキャンペーンを展開中

山口 昭男
やまぐち   あきお

1955年 神戸市生まれ。
1980年「青」に入会。波多
野爽波に師事。2000年「ゆ
う」入会。田中裕明に師事。
編集担当。2010年俳誌「秋
草」を創刊し主宰する。毎月
発行。句集に『書信』『讀本』
『木簡』がある。2018年句集
『木簡』で読売文学賞受賞。
日本文藝家協会会員。
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【 俳句の応募方法 】
氏名・住所・年齢・明記のうえ、ハガキ、封書、FAX、
下記の応募フォームのいずれかからご応募ください。

〒566-0001 大阪府摂津市千里丘1-13-23　
株式会社シティライフNEW　俳句係まで
FAX 06-6368-3505

https://pro.form-mailer.jp/
fms/f413b102177160  

［ 宛先 ］ 

［ 応募フォーム ］ 

※締め切りは毎月25日必着　※いずれも一人5句まで
※掲載は次々号となります
※佳作は掲載をもって発表とさせていただきます。
※お名前と作品を掲載します。
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FM COCOLOの人気DJが
季節やテーマに合わせた音楽を紹介。

選  者

FM COCOLO      CITYLIFE COCOLO音楽の Vol.16

S AT O K O  O N O E

　山の緑に薄いクリーム色の塔が映え
る。高槻、茨木市境に位置する阿武山
山頂（２８１m）南の尾根に立つ、京都大
学防災研究所付属地震予知研究セン
ターの阿武山観測所（高槻市奈佐原）
だ。1930年の設立以来、90年もの間、
日本の地震研究の重要な一翼を担って
きた。その歴史や研究成果などについて、
３回にわたって紹介する。

　麓からよく目立つ建物は、２階建ての
西館と３階建ての本館からなり、面積は
延べ約2,000㎡ある。塔の高さは３０
m。実はこの塔、所長の飯尾能久（よし
ひさ）・防災研教授＝地震学＝によると、

国家の事業の偉容を示すため、現在の
JR京都線から見えるようにと設計された。
「研究には不要。むしろ邪魔」と飯尾所
長は苦笑いする。
　それでも観測所は時々の最新の地震
計を導入、１９４３年の鳥取地震や４８年
の福井地震などの観測で地震現象の解
明に大きく貢献した。防災研が岐阜県以
西に展開する８観測所の中で最古の施
設だが、現在も防災研の小型の地震観
測システムの中核として、南海トラフ巨大
地震や内陸地震の予知のためのデータ
を蓄積している。さらに敷地内で３４年、
藤原鎌足の墓とされる国の史跡・阿武山
古墳が発見されたことでも知られる。

　一方で、ここの大きな特徴は外に開か
れた施設であることだ。２０１４年の耐震
改修までほぼ当初のままだった建物に加
え、歴史上重要な地震計がいくつも残り、
市民に地震を学んで防災を考えてもらう
科学博物館としての役割も果たしている。
地下に展示室があり、かつて使われた機
器が並ぶ。２月を最後にコロナ禍で中止
しているが、年に６０回ほどの見学会を催
し、約2,000人が市民ボランティアによる
解説に聴き入ってきたという。
　また、昭和初期の雰囲気がそのまま
残っていた建物は、テレビドラマや映画
のロケでも使われた。１１年公開の映画
「プリンセス トヨトミ」の撮影もあり、玄関

ホールにはいまも出演の綾瀬はるかさん
が座ったというパイプ椅子、「アヤセハル
カイス」なるものが置かれている。
　１９８０年ごろには１５、６人が働いてい
た施設も、設備や人員が京都府宇治市
の防災研本体に移り、現在常勤は２人
だけだ。広い館内、やや寂しい感じは否
めないが、飯尾所長は「何とか１１月には
見学会を再開し、また多くの人に訪れて
もらいたい」と話す。

〈次号では観測所の近年の研究活動を
紹介します。〉

SOCIAL 地震追って90年 ―高槻・京大阿武山観測所― 上

（左）高槻市塚原地区から望む阿武山観
測所。山の緑に塔が鮮やかに浮かぶ。 
（中上）阿武山観測所の歴史や現況
を語る飯尾能久所長＝高槻市奈佐
原の同観測所。
（中下）９０年にわたって地震のメカニ
ズムに迫ってきた阿武山観測所。 
（右）地下展示室にある地震計のひと
つ「佐々式大震計（たいしんけい）」。１
９３４年に２代目所長が開発し、９７年
まで使用された。 


